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農業男、F
はとむぎ茶

タ
イ
展
示
会
で
好
評

晰
歩
かＪ
林
「健
康
飲
料
」
を
Ｐ
Ｒ

タ
イ
語
と
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
で
健
康
志
向
を
強
調
し
、

は
と
む
ぎ
茶
を
売
り
込
ん
だ

（タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
）

Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会

田
端
敬

一
会
長

「農
業
で
生
活
で
き
る
所
得
の
確

保
が
最
重
要
課
題
」
と
話
す
の
は
、

Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会
の
田
端
敬

一
会

長
。２

０
１
４
年
度
か
ら
の

「Ｊ
Ａ
静

岡
３
か
年
計
画
」
で
、
重
点
テ
ー
マ

に

「農
業
経
営
の
再
構
築
」
を
掲
げ

都
市
農
業
の
フ
ア
ン
拡
大
を
狙
う

「農
業
×
男
子
」
特
集

（東
京

都
小
金
井
市
で
）

輻
躙
躙
躙
躙
勒

餞
惨

ビ
ジ
ョ
ノ

‘
杉
書
口

一輻
輻
輻
躙
輻
鰤

た
。
生
産
部
会
を
強
化
し
、
後
継
者

の
育
成
に
つ
な
げ
る
。

「３
か
年
計
画
で
掲
げ
た
課
題
に

つ
い
て
組
合
員
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
問
題
を
解
決
し
、
進
め
て
い
く
の

が
県
中
央
会
の
役
割
」
と
確
信
す

る
。対

外
広
報
を
重
視
す
る
が
、
「ま

だ
ま
だ
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
が
正
し

く
伝
わ

っ
て
い
な
い
」
と
実
感
。
県

内
Ｆ
Ｊ
Ａ
Ｄ
ム
霞
誌
で
今
吹
、
ヨ
崚

爽革正しく広報

暴開業を商機に

け
て
い
る
。
２
人
が
出
荷
な
ど

を
行
う
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
場
所
を

「会
え
る
か
も
Ｐ
ポ
イ
ン
ト
」

と
し
て
掲
載
し
、
直
売
所
へ
も

読
者
の
目
を
向
け
さ
せ
た
。

企
画
や
取
材
を
担
当
し
た
企

画
広
報
課
の
大
島
誠
明
係
長
は

「農
業
や
Ｊ
Ａ
に
関
心
の
な
い

人
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
に
し
た
か

っ

た
。
読
ん
だ
人
が
都
市
農
業
を

知
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
話
す
。

う
ち
女
性
は
５
人
で
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
と
の
交
流
も
予
定
し

て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
１

１
年
度
か
ら
Ｈ
回
に
わ
た
り

１
４
６
人
を
派
遣
し
、
営
農

再
開
に
向
け
た
支
援
活
動
を

行

っ
て
い
る
。
今
回
は
Ｊ
Ａ

戦
略
型
中
核
人
材
研
修

「鷹

山
塾
」
の
第
６
期
生
１７
人
と

県
連
職
員
７
人
を
派
遣
Ю
岩

手
県
の
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
管
内

の
営
農
集
団

「グ
リ
ー
ン
ハ

ー
ト
や
ま
だ
」
で
農
業
復
興

を
支
援
す
る
。

初
の
試
み
と
し
て
、
女
性

支
援
隊
説
明
会
が
あ
り
、
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
県
中
央
会
の
久
保

茂
吉
会
長
は

「現
地
は
復
興

に
向
け
て
少
し
ず
つ
前
進
し

て
い
る
。
現
地
で
の
交
流
を

深
め
、
支
援
を
頑
張

っ
て
き

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

福
島
県
の
Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ

は
、
地
元
の
ハ
ト
ム
ギ
を
原

料
に
し
た

「は
と
む
ぎ
茶
」

を
、
タ
イ
。バ
ン
コ
ク
の
デ
パ

ー
ト
で
開
い
て
い
る
展
示
会

「ジ
ャ
パ
ン
。
フ
ェ
ス
タ
」
で

販
売
し
て
い
る
。
高
め
の
値

段
設
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

消
費
者
の
評
判
は
良
い
。

同
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
２７
日

か
ら
２２
日
ま
で
開

い
て
い

る
。
週
末
の
８
月
３０
、

３‐
日

は
、
地
元
の
若
者
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
、
Ｊ
Ａ
が
出
展
し
た

コ
ー
ナ
ー
に
も
多
く
の
人
が

訪
れ
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
、
タ
イ
語

と
英
語
で
説
明
し
た
ち
ら
し

と

一
緒
に

「飲
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
」
と
は
と
む
ぎ
茶
を

差
し
出
す
と
、
多
く
が

「お

い
し

い
」
と

応

え

た
。
た

だ
、
タ
イ
の
茶
系
飲
料
は
甘

く
香
料
が
多
い
も
の
が
多
い

こ
と
か
ら
、
「は
と
む
ぎ
茶

は
味
が
薄
い
」
と
話
す
人
も

み
ら
れ
た
。

小
売
価
格
は
煮
出
し
用
１２

袋
入
り
が
日
本
円
で
約
８
２

５
円
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
同

６
６
０
円
。
高
値
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
健
康
に
関
心
の
あ

る
２０
、

３０
代
の
女
性
を
中
心

産
物
を
使

っ
た
加
工
品
の
供

給
を
始
め
る
と
発
表
し
た
。

同
社
は
真
空
低
温
調
理
法
で

素
材
の
風
味
を
生
か
し
た
加

工
品
を
作
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
外
食
産
業
に
提
供
す

る
。真

空
低
温
調
理
法
は
、
食

材
や
調
味
料
を
専
用
の
包
装

フ
ィ
ル
ム
に
入
れ
、
真
空
状

広
島
市
の
復
興
支
援

に
毎
日
３０
袋
ほ
ど
売
れ
た
。

Ｊ
Ａ
の
薄
井
惣
吉
組
合
長

は
‐２
日
か
ら
、
現
地
で
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
す
る
予
定
。
展

示
会
で
販
売
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
現
地
の
デ
パ
ー
ト
な

ど

へ
の
販
路
開
拓
を
目
指

野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
農
作

物
、
郷
土
料
理
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
加
工
品
開
発
を
含
め
て
農
家
が

儲
か
る
農
業
を
実
現
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
。
農
家
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
農
業
を
め
ぐ
る
環
境

、

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
「試

練
は
チ
ャ
ン
ス
。
農
家
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
て
Ｊ
Ａ
事
業
を
総
点
検
し
、

地
域
農
業
の
成
長
の
芽
を
伸
ば
す
Ｊ

へ
壼
ヨ
旨
ナ

一
考
え
ビ
。
梃
こ
⊃
ハ

１０
月
か
ら
加
工
品
供
給

舎
辰出
資
〈魯
真
空
低
温
で
調
理

Ｊ
Ａ
全
農
は

４

日
、
Ｊ

Ａ

ｏ
６
次
化
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
し
て
７
月
に
設
立
し
た
ｍ
．

ピ

ュ
ア
デ
ィ
ッ
シ
ュ

（千
葉

市
）
が
１０
月
か
ら
国
産
農
畜

Ｊ
Ａ
石
川
県
中
央
会

上
坂
英
善
会
長

「来
年
春
に
長
野
と
金
沢
間
の
北

陸
新
幹
線
が
開
業
す
る
。
大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
地
域
農

業
創
生
に
つ
な
げ
た
い
」
と
力
説
す

る
の
は
Ｊ
Ａ
石
川
県
中
央
会
の
上
坂

英
釜
泉
本
長
。

地
域
農
業
創
生
に
は

「米
や
加
賀

●
ト
ト
Ｌ
絆
Ｌ
ヽ
■
一●
●
ア

畑
阪
畝
土
の
う
袋
２
万
枚
送
る

「　

摯攣

癬

す
。Ｊ

Ａ
の
は
と
む
ぎ
茶
は
２

０
１
２
年
度
の

「ふ
く
し
ま

お
い
し
い
大
賞
」
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。
輸
出
を
支

援
し
た
日
本
農
業
サ
ポ
ー
ト

研
究
所
の
福
田
浩

一
所
長
に

態
に
し
て
１
０
０
度
以
下
で

加
熱
す
る
調
理
法
。
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
か
ら
注
文
を
受
け

て
商
品
を
作
る
。
無
添
加
に

も
こ
だ
わ
る
。
　

　

・

ピ
ュ
ア
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
段

階
的
に
規
模
拡
大
を
予
定
し

て
お
り
、
来
年
８
月
を
目
途

に
供
給
開
始
時
点
の
１２
倍
に

当
た
る
１
日
２
万
４
０
０
０

食
を
作
れ
る
よ
う
に
す
る
計

画
だ
。

全
農
の
成
清

一
臣
理
事
長

は
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
福
祉

施
設
に
導
入
し
て
障
害
者
の

一雇
用
を
生
み
出
す
構
想
や
事

例
を
紹
介
。
「実
績
を
積
ん

で
地
域
の
農
業
ヽ
経
済
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ

た
。
　
　
　
　
　
．

・

長
野
県
茅
野
市
の
レ
ス
ト

ラ
ン
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ユ
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
の
藤
木
徳
彦
オ
ー

カ
ー
ン
エ
フ
ま
ピ

ュ
た
デ
イ

」A広島市に送った土のう奎

富田林市で)

い
を
込
め
た
。

送

っ
た
の
は
、
災
害
備
蓄

品
と
し
て
支
店
に
配
置
し
て

い
た
土
の
う
袋
。
土
井
広
和

総
務
担
当
常
務
は

「少
し
で

も
被
害
に
遭

っ
た
人
の
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

よ

る

と
、

「タ

イ
政

府

の
食

晶
安
全
庁
は
輸
入
食
品
に
安

全
性
の
国
際
基
準
を
義
務
付

け
て
い
る
が
、
同
Ｊ
Ａ
の
は

と
む
ぎ
茶
は
１
カ
月
の
手
続

き
で
認
証
を
取
得
し
た
」
と

い
う
。

家
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
話

し
た
。

安
藤
美
姫
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
大
使
に

日
本
介
助
犬
協
会

日
本
介
助
犬
協
会
は
３

日
、
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
タ
ー
の
安
藤
美
姫
さ
ん
を

介
助
犬
サ
ポ
ー
ト
大
使
に
任

命
し
た
。

東
京
都
内
で
開
か
れ
た
任

支
援
す
る

「地
域
営
農
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
全
国
交

流
研
修
会
を
東
京

。
大
手
町

の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
開
く
。

今
年
度
か
ら
本
格
始
動
し

た
新
農
政
を
活
用
し
て
地
域

農
業
を
振
興
す
る
た
め
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
果
た

す
べ
き
役
割
な
ど
を
研
修
す

る
。研

修
会
の
対
象
は
、
地
域

の
農
業
事
情
や
農
政
に

一
定

の
知
識
と
経
験
を
持
つ
、
Ｊ

Ａ
や
行
政
の
退
職
者
ら
を
対

象
に
行
う
。
岩
手
県
の
Ｊ
Ａ

い
わ
て
花
巻
な
ど
、
地
域
営

農
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
先
進

Ｊ
Ａ
な
ど
が
、
地
域
の
話
し

合

い
を
支
援
す
る
取
り
組

み
な
ど
に

つ
い
て
報
告
す

る
。参

加
申
し
込
み
は
１０
日
ま

で
。
定
員
は
６０
人
。

問
い
合
わ
せ
は
、
「全
中

担
い
手
総
合
支
援
課
」
、
回

０
３

（６
６
６
５
）
６
２
２

（）
。

命
式
で
安
藤
さ
ん
は

「
（介

助
犬
の
）
認
知
度
が
低
い
こ

と
が
課
題
だ
と
思

っ
て
い

る
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に

存
在
を
知

っ
て
は
し
い
」
と

語

っ
た
。

２０
日
に
開
か
れ
る

補
助
犬
学
会
の
市
民
講
座
で

講
演
す
る
な
ど
普
及
に
努
め

る
。Ｊ

Ａ
共
済
連
は
交
通
事
故

の
被
害
者
の
社
会
復
帰
を
応

援
す
る
活
動
の

一
環
と
し
て

介
助
犬
を
支
援
。
２
０
０
３

年
度
か
ら
同
協
会

へ
の
寄
付

な
ど
を
し
て
い
る
。

橋
本
龍
太
郎
元
首
相
の
夫

人
で
同
協
会
の
会
長
を
務
め

る
橋
本
久
美
子
さ
ん
は
こ
の

日
の
あ
い
さ
つ
で

「介
助
犬

は
障
害
者
の
掛
け
替
え
の
な

′、
要
王
ど
が
、
登
コ
こ
２
頁


